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・第27回通常総代会

農業保険は国の公的保険制度で、保険料等（掛金）の国庫補助があります。

～農業経営には様々なリスクがあります～
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○収入保険・農業共済について
　詳しい内容は最寄りの農業共済組合へ
　沖縄県農業共済組合（本所） TEL098-833-8188

○青色申告について
　お近くの税務署、JA等へ問い合わせ

農業保険がすべての農業者をサポートします！

収入保険 （様々なリスクをカバー）
・青色申告を行っている農業者が対象です。

・7年度新規加入は、令和6年12月末まで

・原則すべての農作物を対象に、自然災害や価格低下だけで
なく、新型コロナウイルス感染症の影響など、農業者の経営
努力では避けられない収入減少を広く補償します。
（花、野菜、果樹、たばこ、畑作物、米、しいたけ、はちみつ、茶など）

自然災害で減収 市場価格の低下 病気で収穫不能

農業共済 （自然災害リスクをカバー）
・米、さとうきび、農業用ハウスなどが自然災害によって受け
る損失を補償します。
・牛、豚、馬などの家畜については、死亡などした場合の補償
と病気やケガの治療費を補填します。

※園芸施設共済(農業用ハウス)について
⇒集団加入をすると掛金の割引があります。また、補償メニューの
選択により、通常より大幅に安く加入することもできます。

水稲 さとうきび 家畜 園芸施設
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　全国農業共済協会（NOSAI協会）が発行している農業共済
新聞では全国各地の加入者の声が紹介されており、その他に
も最新の農政、栽培や飼養管理、経営の技術、加工や販売のア
イデアなど、農家や地域の創意工夫が紹介されています。
　また、詳しい農業保険制度の説明も掲載されているため、制
度の理解度を深めることにも繋がります。
　農業者の生の声がより多く聞くことができ、ご自身の営農に
役立つはずです。今なら希望者に２ヶ月間の無料試し読みも実
施しています。購読や試し読みの希望の方は下記連絡先、又は
NOSAI職員へご連絡ください。

・発　行　毎週水曜日（月4回）
・購読料　年間5,520円
・連絡先　NOSAI沖縄本所　098-833-8188

農業共済新聞

おきなわ

沖縄県農業共済組合広報誌

農業共済引受事務の適正化と効率化を図る
ため、農業保険に加入いただく際の掛金等の
納入方法は、口座振替による納入をお願いし
ております。現金による掛金納入には、紛失な
どをはじめとして様々なリスクが考えられる
ことから口座振替による手続きにご理解とご
協力をいただきますようお願いします。
登録済み口座や名義の変
更をご希望の方はお近くの
NOSAI各支所までご連絡
下さい。

口座振替のお願いについて

表紙の写真は宮古島市の増田充宏さん。出身は兵庫県神戸市。結婚を機に妻結衣さんの希望で宮古島に移住し、2020年に独立就農した。現在
メロン、ゴーヤー、カボチャ、タマネギなどを栽培している。自身のブランドメロン「てぃだメロン」を使って、子どもたちと共にクリスマスツリー制
作を行う「解困プロジェクト」に参加し、農業でのつながりを大切にしながら社会貢献に取り組んでいる。



沖
縄
県
農
業
共
済
組
合
第
27
回
通
常
総
代
会
を
開
催
す
る

に
あ
た
り
、
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
就
業

者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
加
え
、
食
料
の
6
割
以
上
を
海

外
に
依
存
す
る
我
が
国
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等

に
よ
る
農
産
物
貿
易
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
る
燃

料
や
穀
物
、
肥
料
な
ど
資
材
価
格
の
高
騰
に
加
え
、
大
幅
な

子
牛
価
格
の
下
落
な
ど
農
業
経
営
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
食
料・農
業・農
村
基
本
法
」
に
つ
い
て
「
食

料
安
全
保
障
の
抜
本
的
な
強
化
」、「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た

産
業
へ
の
転
換
」
及
び
「
人
口
減
少
下
に
お
け
る
生
産
水
準

の
維
持
発
展
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
」
を
掲
げ
改
正

法
案
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
昨
年
12
月
に

は
「
食
料
安
全
保
障
強
化
政
策
大
網
」
が
改
正
さ
れ
、
過
度

な
輸
入
依
存
か
ら
脱
却
を
目
指
し
、
国
産
原
料
へ
の
切
り
替

え
や
増
産
な
ど
の
構
造
転
換
対
策
を
推
進
し
、
ス
マ
ー
ト
農

業
に
よ
る
成
長
産
業
化
や
農
林
水
産
物
・
食
料
の
輸
出
促
進
、

農
業
の
グ
リ
ー
ン
化
な
ど
の
推
進
と
国
際
情
勢
の
変
化
や
円

安
に
よ
り
、
燃
料
や
穀
物
、
肥
料
な
ど
の
資
材
価
格
の
高
止

ま
り
に
よ
り
、
国
内
の
農
業
者
の
経
営
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
合
経
済
対
策
を
措
置
し
て
影
響

緩
和
を
図
る
と
と
も
に
構
造
転
換
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
農
業
共
済
組
合
は
、
役
職
員
一
同
、
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
や
国
際
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た「
農
業
保
険
法
」

に
基
づ
く
農
業
共
済
制
度
と
収
入
保
険
制
度
の
普
及
推
進
に

よ
る
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
を
構
築
・

強
化
し
、農
業
者
の
経
営
安
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
5
年
度
の
共
済
事
業
実
績
を
み
ま
す
と
、
台

風
の
襲
来
や
干
ば
つ
等
の
影
響
に
よ
り
、
さ
と
う
き
び
が
1

億
9
千
7
百
万
円
余
、
水
稲
が
一
回
作
、
二
回
作
の
合
計
で

4
百
20
万
円
余
、
園
芸
施
設
が
1
億
2
千
7
百
万
円
余
で
、

そ
れ
ぞ
れ
共
済
金
が
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
家
畜

に
お
い
て
は
、
下
痢
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病
が
発
生
し
、
約
8

億
6
千
万
円
余
の
共
済
金
が
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
共
済

金
総
額
と
し
て
は
、
11
億
9
千
万
円
余
で
、
組
合
員
の
農
業

経
営
安
定
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、

収
入
保
険
事
業
で
は
、
加
入
農
家
5
1
0
経
営
体
で
保
険
金

が
7
億
3
千
6
百
万
余
の
支
払
い
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
災
害
に
備
え
た
農
家
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
農
業
保
険
制
度
の
果
た
す
役
割
は
、
益
々
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
六
年
度
に
お
い
て
は
、
沖
縄
県
か
ら
、
子
牛
病
傷
予

防
対
策
強
化
事
業
費
4
百
30
万
円
余
の
予
算
措
置
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
組
合
と
し
て
も
各
地
区
で
モ
デ
ル
農
家
を
選
定
し
、
家

畜
の
肺
炎
と
下
痢
予
防
に
加
え
、
効
率
的
な
予
防
対
策
を
検

討
す
る
と
共
に
、
損
害
防
止
活
動
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て

取
り
組
み
、
農
家
の
経
営
安
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
農
家
へ
の
戸
別
訪
問
等
を
行
い
、
各
事
業
と

あ
わ
せ
て
収
入
保
険
事
業
や
農
業
共
済
事
業
へ
の
周
知
徹
底

に
努
め
、
引
受
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
の
よ
う
に
離
島
の
多
い
地
域
で
の
円
滑
な

家
畜
診
療
を
行
う
た
め
、
遠
隔
診
療
を
積
極
的
に
推
進
し
て

業
務
の
効
率
化
図
り
、
引
き
続
き
飼
養
衛
生
管
理
向
上
に
向

け
た
指
導
を
行
い
生
産
獣
医
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

N
O
S
A
I
団
体
と
し
て
は
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー

ト
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
一
層

連
携
し
て
、
農
家
・
組
合
員
と
の
対
話
を
通
し
た
信
頼
確
保

と
運
動
目
標
の
達
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

通常総代会を開催第27回

全議案を可決・承認

組
合
長
挨
拶工

藤

　俊
一

令
和
6
年
5
月
24
日
（
金
）
に
J
A
お
き
な
わ
南
風
原

支
店
2
階
ホ
ー
ル
に
て
第
27
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

総
代
88
名
（
本
人
出

席
40
名
、
書
面
出
席
48

名
）
の
出
席
の
う
え
、

國
吉
和
雄
氏
（
八
重
瀬

町
）、
池
原
吉
剋
氏
（
石

垣
市
）
が
議
長
に
選
任

さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
9

議
案
は
慎
重
な
審
議
の

上
、
原
案
通
り
す
べ
て

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第1号議案　令和5年度事業報告書、財産目録、貸借
対照表、損益計算書、剰余金処分及び不足金処理案に
ついて
令和5年度の事業実績と、決算が承認されました。
（令和5年度事業実績は4ページに関連掲載）

第2号議案　令和6年度事業計画の設定について
令和6年度の事業計画と予算案が承認されました。
（令和6年度事業計画は5ページに関連掲載）

第3号議案　令和6年度事務費賦課額及び賦課方法
について
令和6年度の事業ごとの賦課金額について承認され
ました。
（事務費賦課総額　2億1252万1千円）

第4号議案　令和6年度役員、損害評価会委員、損害
評価員、共済部長、支所運営委員、家畜診療所運営委
員及び事業推進協議会委員の報酬について
（役員550万2千円以内、損害評価会委員3万9千円以
内、損害評価員53万4千円以内、共済部長82万4千円
以内、支所運営委員14万1千円以内、家畜診療所運営
委員8万4千円以内、事業推進協議会委員42万5千円
以内）

第5号議案　令和6年度借入金最高限度額について
令和6年度は最高借入金額を10億円とし、借入先は

第1号議案　令和5年度事業報告書、財産目録、貸借
対照表、損益計算書、剰余金処分及び不足金処理案に
ついて
令和5年度の事業実績と、決算が承認されました。
（令和5年度事業実績は4ページに関連掲載）

第2号議案　令和6年度事業計画の設定について
令和6年度の事業計画と予算案が承認されました。
（令和6年度事業計画は5ページに関連掲載）

第3号議案　令和6年度事務費賦課額及び賦課方法
について
令和6年度の事業ごとの賦課金額について承認され
ました。
（事務費賦課総額　2億1252万1千円）

第4号議案　令和6年度役員、損害評価会委員、損害
評価員、共済部長、支所運営委員、家畜診療所運営委
員及び事業推進協議会委員の報酬について
（役員550万2千円以内、損害評価会委員3万9千円以
内、損害評価員53万4千円以内、共済部長82万4千円
以内、支所運営委員14万1千円以内、家畜診療所運営
委員8万4千円以内、事業推進協議会委員42万5千円
以内）

第5号議案　令和6年度借入金最高限度額について
令和6年度は最高借入金額を10億円とし、借入先は

独立行政法人農林漁業信用基金及び理事会で承認を
受けた金融機関が承認されました

第6号議案　余裕金預入先金融機関の指定について
沖縄県農業協同組合ほか7金融機関等を余裕金の預
入先とすることについて承認されました。

第7号議案　役員の選任について
任期満了に伴う当組合の役員の選任について承認さ
れました
（任期：令和6年6月1日より令和9年5月31日まで）

第8号議案　損害評価会委員及び家畜診療所運営委
員の選任について
任期満了に伴う、損害評価会委員及び家畜診療所運
営委員の選任について承認されました。

第9号議案　沖縄県農業共済組合における実施体制
の改善計画（修正）について
国の監督指針に基づき令和9年度までを目途に行動
する事を計画した、役員体制、加入推進体制、法令順
守体制、業務の合理化・効率化対策に係る改善計画の
一部修正案が承認されました。

附帯決議
本総代会の付帯決議について承認されました。

提出・承認された議案

（任期R6.6.1 ～ R9.5.31）
新 任 役 員 紹 介

議長を務めた
（左）國吉和雄氏、（右）池原吉剋氏。

氏　名

工藤　俊一

仲大盛　吉幸

宮里　太

大城　照政

當山　幸宏

朝比奈　大地

安次富　尚

山城　学

組合長理事（再任）

副組合長理事（新任）

常務理事（再任）

職務代理理事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

住　所

南風原町

石垣市

那覇市

名護市

恩納村

読谷村

うるま市

糸満市

備　考

学識経験者

学識経験者

氏　名

儀間　隆

太田　彰

多良間　隆

東風平　正明

小嶺　博泉

西村　真

金城　寛信

石垣　信治

理　事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

代表監事（再任）

監　事（新任）

監　事（新任）

住　所

久米島町

宮古島市

宮古島市

多良間村

与那国町

南風原町

今帰仁村

石垣市

備　考

学識経験者
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上
げ
ま
す
。

ご
承
知
の
通
り
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
農
業
就
業

者
の
減
少
や
高
齢
化
が
進
む
と
と
も
に
、
耕
作
放
棄
地
の
増

加
、
頻
発
す
る
自
然
災
害
に
加
え
、
食
料
の
6
割
以
上
を
海

外
に
依
存
す
る
我
が
国
は
、
ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
等

に
よ
る
農
産
物
貿
易
を
め
ぐ
る
国
際
情
勢
の
変
化
に
よ
る
燃

料
や
穀
物
、
肥
料
な
ど
資
材
価
格
の
高
騰
に
加
え
、
大
幅
な

子
牛
価
格
の
下
落
な
ど
農
業
経
営
に
重
大
な
影
響
を
及
ぼ
し

厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、「
食
料・農
業・農
村
基
本
法
」
に
つ
い
て
「
食

料
安
全
保
障
の
抜
本
的
な
強
化
」、「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た

産
業
へ
の
転
換
」
及
び
「
人
口
減
少
下
に
お
け
る
生
産
水
準

の
維
持
発
展
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
維
持
」
を
掲
げ
改
正

法
案
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
昨
年
12
月
に

は
「
食
料
安
全
保
障
強
化
政
策
大
網
」
が
改
正
さ
れ
、
過
度

な
輸
入
依
存
か
ら
脱
却
を
目
指
し
、
国
産
原
料
へ
の
切
り
替

え
や
増
産
な
ど
の
構
造
転
換
対
策
を
推
進
し
、
ス
マ
ー
ト
農

業
に
よ
る
成
長
産
業
化
や
農
林
水
産
物
・
食
料
の
輸
出
促
進
、

農
業
の
グ
リ
ー
ン
化
な
ど
の
推
進
と
国
際
情
勢
の
変
化
や
円

安
に
よ
り
、
燃
料
や
穀
物
、
肥
料
な
ど
の
資
材
価
格
の
高
止

ま
り
に
よ
り
、
国
内
の
農
業
者
の
経
営
に
重
大
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
総
合
経
済
対
策
を
措
置
し
て
影
響

緩
和
を
図
る
と
と
も
に
構
造
転
換
対
策
を
推
進
す
る
こ
と
と

し
て
い
ま
す
。

沖
縄
県
農
業
共
済
組
合
は
、
役
職
員
一
同
、
激
甚
化
す
る

自
然
災
害
や
国
際
情
勢
の
変
化
に
対
応
し
た「
農
業
保
険
法
」

に
基
づ
く
農
業
共
済
制
度
と
収
入
保
険
制
度
の
普
及
推
進
に

よ
る
「
備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し
」
の
農
業
生
産
体
制
を
構
築
・

強
化
し
、農
業
者
の
経
営
安
定
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

さ
て
、
令
和
5
年
度
の
共
済
事
業
実
績
を
み
ま
す
と
、
台

風
の
襲
来
や
干
ば
つ
等
の
影
響
に
よ
り
、
さ
と
う
き
び
が
1

億
9
千
7
百
万
円
余
、
水
稲
が
一
回
作
、
二
回
作
の
合
計
で

4
百
20
万
円
余
、
園
芸
施
設
が
1
億
2
千
7
百
万
円
余
で
、

そ
れ
ぞ
れ
共
済
金
が
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
家
畜

に
お
い
て
は
、
下
痢
や
肺
炎
な
ど
の
疾
病
が
発
生
し
、
約
8

億
6
千
万
円
余
の
共
済
金
が
支
払
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
共
済

金
総
額
と
し
て
は
、
11
億
9
千
万
円
余
で
、
組
合
員
の
農
業

経
営
安
定
に
寄
与
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
な
お
、

収
入
保
険
事
業
で
は
、
加
入
農
家
5
1
0
経
営
体
で
保
険
金

が
7
億
3
千
6
百
万
余
の
支
払
い
が
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

今
後
も
災
害
に
備
え
た
農
家
経
営
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

と
し
て
の
農
業
保
険
制
度
の
果
た
す
役
割
は
、
益
々
重
要
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

令
和
六
年
度
に
お
い
て
は
、
沖
縄
県
か
ら
、
子
牛
病
傷
予

防
対
策
強
化
事
業
費
4
百
30
万
円
余
の
予
算
措
置
が
さ
れ
て

い
ま
す
。

当
組
合
と
し
て
も
各
地
区
で
モ
デ
ル
農
家
を
選
定
し
、
家

畜
の
肺
炎
と
下
痢
予
防
に
加
え
、
効
率
的
な
予
防
対
策
を
検

討
す
る
と
共
に
、
損
害
防
止
活
動
を
関
係
機
関
と
連
携
し
て

取
り
組
み
、
農
家
の
経
営
安
定
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

と
り
わ
け
、
農
家
へ
の
戸
別
訪
問
等
を
行
い
、
各
事
業
と

あ
わ
せ
て
収
入
保
険
事
業
や
農
業
共
済
事
業
へ
の
周
知
徹
底

に
努
め
、
引
受
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

ま
た
、
沖
縄
県
の
よ
う
に
離
島
の
多
い
地
域
で
の
円
滑
な

家
畜
診
療
を
行
う
た
め
、
遠
隔
診
療
を
積
極
的
に
推
進
し
て

業
務
の
効
率
化
図
り
、
引
き
続
き
飼
養
衛
生
管
理
向
上
に
向

け
た
指
導
を
行
い
生
産
獣
医
医
療
体
制
の
充
実
・
強
化
に
取

り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

N
O
S
A
I
団
体
と
し
て
は
、「
未
来
に
つ
な
ぐ
」
サ
ポ
ー

ト
運
動
を
積
極
的
に
展
開
し
、
今
後
と
も
関
係
機
関
と
一
層

連
携
し
て
、
農
家
・
組
合
員
と
の
対
話
を
通
し
た
信
頼
確
保

と
運
動
目
標
の
達
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

通常総代会を開催第27回

全議案を可決・承認

組
合
長
挨
拶工

藤

　俊
一

令
和
6
年
5
月
24
日
（
金
）
に
J
A
お
き
な
わ
南
風
原

支
店
2
階
ホ
ー
ル
に
て
第
27
回
通
常
総
代
会
を
開
催
し
ま

し
た
。

総
代
88
名
（
本
人
出

席
40
名
、
書
面
出
席
48

名
）
の
出
席
の
う
え
、

國
吉
和
雄
氏
（
八
重
瀬

町
）、
池
原
吉
剋
氏
（
石

垣
市
）
が
議
長
に
選
任

さ
れ
、
提
出
さ
れ
た
9

議
案
は
慎
重
な
審
議
の

上
、
原
案
通
り
す
べ
て

可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

第1号議案　令和5年度事業報告書、財産目録、貸借
対照表、損益計算書、剰余金処分及び不足金処理案に
ついて
令和5年度の事業実績と、決算が承認されました。
（令和5年度事業実績は4ページに関連掲載）

第2号議案　令和6年度事業計画の設定について
令和6年度の事業計画と予算案が承認されました。
（令和6年度事業計画は5ページに関連掲載）

第3号議案　令和6年度事務費賦課額及び賦課方法
について
令和6年度の事業ごとの賦課金額について承認され
ました。
（事務費賦課総額　2億1252万1千円）

第4号議案　令和6年度役員、損害評価会委員、損害
評価員、共済部長、支所運営委員、家畜診療所運営委
員及び事業推進協議会委員の報酬について
（役員550万2千円以内、損害評価会委員3万9千円以
内、損害評価員53万4千円以内、共済部長82万4千円
以内、支所運営委員14万1千円以内、家畜診療所運営
委員8万4千円以内、事業推進協議会委員42万5千円
以内）

第5号議案　令和6年度借入金最高限度額について
令和6年度は最高借入金額を10億円とし、借入先は

第1号議案　令和5年度事業報告書、財産目録、貸借
対照表、損益計算書、剰余金処分及び不足金処理案に
ついて
令和5年度の事業実績と、決算が承認されました。
（令和5年度事業実績は4ページに関連掲載）

第2号議案　令和6年度事業計画の設定について
令和6年度の事業計画と予算案が承認されました。
（令和6年度事業計画は5ページに関連掲載）

第3号議案　令和6年度事務費賦課額及び賦課方法
について
令和6年度の事業ごとの賦課金額について承認され
ました。
（事務費賦課総額　2億1252万1千円）

第4号議案　令和6年度役員、損害評価会委員、損害
評価員、共済部長、支所運営委員、家畜診療所運営委
員及び事業推進協議会委員の報酬について
（役員550万2千円以内、損害評価会委員3万9千円以
内、損害評価員53万4千円以内、共済部長82万4千円
以内、支所運営委員14万1千円以内、家畜診療所運営
委員8万4千円以内、事業推進協議会委員42万5千円
以内）

第5号議案　令和6年度借入金最高限度額について
令和6年度は最高借入金額を10億円とし、借入先は

独立行政法人農林漁業信用基金及び理事会で承認を
受けた金融機関が承認されました

第6号議案　余裕金預入先金融機関の指定について
沖縄県農業協同組合ほか7金融機関等を余裕金の預
入先とすることについて承認されました。

第7号議案　役員の選任について
任期満了に伴う当組合の役員の選任について承認さ
れました
（任期：令和6年6月1日より令和9年5月31日まで）

第8号議案　損害評価会委員及び家畜診療所運営委
員の選任について
任期満了に伴う、損害評価会委員及び家畜診療所運
営委員の選任について承認されました。

第9号議案　沖縄県農業共済組合における実施体制
の改善計画（修正）について
国の監督指針に基づき令和9年度までを目途に行動
する事を計画した、役員体制、加入推進体制、法令順
守体制、業務の合理化・効率化対策に係る改善計画の
一部修正案が承認されました。

附帯決議
本総代会の付帯決議について承認されました。

提出・承認された議案

（任期R6.6.1 ～ R9.5.31）
新 任 役 員 紹 介

議長を務めた
（左）國吉和雄氏、（右）池原吉剋氏。

氏　名

工藤　俊一

仲大盛　吉幸

宮里　太

大城　照政

當山　幸宏

朝比奈　大地

安次富　尚

山城　学

組合長理事（再任）

副組合長理事（新任）

常務理事（再任）

職務代理理事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

住　所

南風原町

石垣市

那覇市

名護市

恩納村

読谷村

うるま市

糸満市

備　考

学識経験者

学識経験者

氏　名

儀間　隆

太田　彰

多良間　隆

東風平　正明

小嶺　博泉

西村　真

金城　寛信

石垣　信治

理　事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

理　事（新任）

代表監事（再任）

監　事（新任）

監　事（新任）

住　所

久米島町

宮古島市

宮古島市

多良間村

与那国町

南風原町

今帰仁村

石垣市

備　考

学識経験者
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農作物

建物

園芸施設

畑作物

家畜
（病傷）

家畜
（死廃）

0 0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 100,000200,000 300,000 400,000 500,000 

令和5年度事業実績 引受実績総額 591億6582万7千円令和6年度事業計画 総共済金額 725億2795万1千円

農作物共済
●引受面積
●共済金額

23,743.9a
111,772千円

家畜（死廃）
●引受頭数
●共済金額

90,544頭
17,169,222千円

家畜（病傷）
●引受頭数
●共済金額

62,222頭
872,928千円

畑作物
●引受面積
●共済金額

430,123.5a
3,797,724千円

園芸施設
●引受棟数
●共済金額

2,748棟
7,381,211千円

建物
●引受棟数
●共済金額

1,489棟
29,832,970千円

農作物共済
●引受面積
●共済金額

33,265a
146,560千円

家畜（死廃）
●引受頭数
●共済金額

102,317頭
19,135,232千円

家畜（病傷）
●引受頭数
●共済金額

64,771頭
903,332千円

畑作物（6年産）
●引受棟数
●共済金額

401,101a
3,617,123千円

園芸施設
●引受棟数
●共済金額

6,663棟
16,528,024千円

建物
●引受棟数
●共済金額

1,626棟
32,197,680千円

（単位：千円）［令和6年度業務収支予算］ （単位：千円）支払共済金 農家負担金

受取補助金
463,042

その他
16,529

賦課金
208,891

受託収入
33,000

受取利息
711

事業勘定受入
3,631

支 出
725,804
単位：千円

人件費
546,938

旅費交通費
23,009

事務費
26,310

業務費
16,207

普及推進費
9,184 施設費

55,979

損害評価費
2,244

損害防止費
10,783

諸税負担費
11,545

その他
23,605

収入保険（保険期間：令和4年1月1日～令和4年12月31日）

つなぎ融資

397,321千円

貸付金額

101戸

戸　数

736,276千円

保険金等

234戸

戸　数

231,108千円

保険料等

6,014,667千円

補償限度額

510戸

戸　数

合　計

項　目

被　害引　受

収 入
725,804
単位：千円

（単位：千円）［令和6年度家畜診療所収支予算］

病傷事故
診療収入
279,070

その他
10

病傷事故外等
診療収入
170,117

診療所
受取補助金
24,161

業務勘定受入
16,213

診療雑収入
2,917

人件費
298,168

医療品
消耗費
96,334

診療所
維持費
38,424

賃借料
15,842

一般旅費
17,243

往診費
9,176 往診旅費

2,160
その他
15,141

受取補助金：国庫や県、市町村より交付される運営経費
賦課金：事務費に充てるため組合員の皆様より頂く加入事業ごとの事務費賦課金
受託収入：収入保険事業に係る受託収入金額等
受取利息：積立金を運用して得られる利息
事業勘定受入：共済事業の掛金のうち業務勘定に繰り入れられる金額

収 入

人件費：役員報酬、職員給与手当、法定福利費等
旅費交通費：役職員の交通費
事務費：業務に要する通信運搬費、図書印刷費、消耗品費、手数料等
業務費：業務に要する会議費、講習会費、共済部長報酬等
普及推進費：広報誌の製作費、事業の加入推進等に要する粗品購入費、謝礼金等
施設費：車両、事務所施設等の維持管理等に要する経費
損害評価費：損害評価に要する経費
損害防止費：損害防止に必要な薬剤費、労務費、器具購入費等
諸税負担費：公租公課、自動車税、固定資産税並びに関係団体負担金

支 出業

　務

病傷事故診療収入：共済事故の診療収入
病傷事故外診療収入：共済事故外及び未加入畜の診療収入
診療雑収入：電子カルテ利用料等
診療所受取補助金：市町村からの補助金
事業勘定受入：損害防止事業、共済事故確認等による収入

収 入

診療所人件費：家畜診療所の職員給与手当、法定福利費等
医療品消耗費：医療品、医療用消耗品の費用
診療所維持費：診療所の賃借料、事務費、光熱水費等
一般旅費：出張旅費、赴任旅費、研修旅費等
賃借料：車両リース料、検査機器やOPU機器等のリース料
往診日：診療に使用した燃料費、高速代
往診旅費：往診に係る旅費

支 出
家
畜
診
療
所

﹇
用
語
の
解
説
﹈

103

127,681

197,836

395,335

472,912

4,243

4,148

43,453

69,229

217,811

199,160

1,580

支 出
492,488
単位：千円

収 入
492,488
単位：千円
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農作物

建物

園芸施設

畑作物

家畜
（病傷）

家畜
（死廃）

0 0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 100,000200,000 300,000 400,000 500,000 

令和5年度事業実績 引受実績総額 591億6582万7千円令和6年度事業計画 総共済金額 725億2795万1千円

農作物共済
●引受面積
●共済金額

23,743.9a
111,772千円

家畜（死廃）
●引受頭数
●共済金額

90,544頭
17,169,222千円

家畜（病傷）
●引受頭数
●共済金額

62,222頭
872,928千円

畑作物
●引受面積
●共済金額

430,123.5a
3,797,724千円

園芸施設
●引受棟数
●共済金額

2,748棟
7,381,211千円

建物
●引受棟数
●共済金額

1,489棟
29,832,970千円

農作物共済
●引受面積
●共済金額

33,265a
146,560千円

家畜（死廃）
●引受頭数
●共済金額

102,317頭
19,135,232千円

家畜（病傷）
●引受頭数
●共済金額

64,771頭
903,332千円

畑作物（6年産）
●引受棟数
●共済金額

401,101a
3,617,123千円

園芸施設
●引受棟数
●共済金額

6,663棟
16,528,024千円

建物
●引受棟数
●共済金額

1,626棟
32,197,680千円

（単位：千円）［令和6年度業務収支予算］ （単位：千円）支払共済金 農家負担金

受取補助金
463,042

その他
16,529

賦課金
208,891

受託収入
33,000

受取利息
711

事業勘定受入
3,631

支 出
725,804
単位：千円

人件費
546,938

旅費交通費
23,009

事務費
26,310

業務費
16,207

普及推進費
9,184 施設費

55,979

損害評価費
2,244

損害防止費
10,783

諸税負担費
11,545

その他
23,605

収入保険（保険期間：令和4年1月1日～令和4年12月31日）

つなぎ融資

397,321千円

貸付金額

101戸

戸　数

736,276千円

保険金等

234戸

戸　数

231,108千円

保険料等

6,014,667千円

補償限度額

510戸

戸　数

合　計

項　目

被　害引　受

収 入
725,804
単位：千円

（単位：千円）［令和6年度家畜診療所収支予算］

病傷事故
診療収入
279,070

その他
10

病傷事故外等
診療収入
170,117

診療所
受取補助金
24,161

業務勘定受入
16,213

診療雑収入
2,917

人件費
298,168

医療品
消耗費
96,334

診療所
維持費
38,424

賃借料
15,842

一般旅費
17,243

往診費
9,176 往診旅費

2,160
その他
15,141

受取補助金：国庫や県、市町村より交付される運営経費
賦課金：事務費に充てるため組合員の皆様より頂く加入事業ごとの事務費賦課金
受託収入：収入保険事業に係る受託収入金額等
受取利息：積立金を運用して得られる利息
事業勘定受入：共済事業の掛金のうち業務勘定に繰り入れられる金額

収 入

人件費：役員報酬、職員給与手当、法定福利費等
旅費交通費：役職員の交通費
事務費：業務に要する通信運搬費、図書印刷費、消耗品費、手数料等
業務費：業務に要する会議費、講習会費、共済部長報酬等
普及推進費：広報誌の製作費、事業の加入推進等に要する粗品購入費、謝礼金等
施設費：車両、事務所施設等の維持管理等に要する経費
損害評価費：損害評価に要する経費
損害防止費：損害防止に必要な薬剤費、労務費、器具購入費等
諸税負担費：公租公課、自動車税、固定資産税並びに関係団体負担金

支 出業

　務

病傷事故診療収入：共済事故の診療収入
病傷事故外診療収入：共済事故外及び未加入畜の診療収入
診療雑収入：電子カルテ利用料等
診療所受取補助金：市町村からの補助金
事業勘定受入：損害防止事業、共済事故確認等による収入

収 入

診療所人件費：家畜診療所の職員給与手当、法定福利費等
医療品消耗費：医療品、医療用消耗品の費用
診療所維持費：診療所の賃借料、事務費、光熱水費等
一般旅費：出張旅費、赴任旅費、研修旅費等
賃借料：車両リース料、検査機器やOPU機器等のリース料
往診日：診療に使用した燃料費、高速代
往診旅費：往診に係る旅費

支 出
家
畜
診
療
所

﹇
用
語
の
解
説
﹈

103

127,681

197,836

395,335

472,912

4,243

4,148

43,453

69,229

217,811

199,160

1,580

支 出
492,488
単位：千円

収 入
492,488
単位：千円
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再
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支
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新 採 用 職 員 紹 介

令
和
６
年
10
月
１
日
時
点

仲宗根 敦規
沖縄県宮古島市 出身

農家さんのことを最優先に考えて業務に
尽力致します。

■ 意気込み

体力には自信があります
■ アピールポイント

映画鑑賞
■ 趣　味

保田 亜久利
宮城県仙台市 出身

飛躍の年にします。
■ 意気込み

脚のスタミナ（持久力）
■ アピールポイント

映画鑑賞
■ 趣　味

与座 健太郎
沖縄県宮古島市 出身

一つ一つ着実に身に付けていき、沖縄の
農業に貢献していきたいです。

■ 意気込み

トレーニングで鍛えた体で力仕事もバリ
バリこなします。

■ アピールポイント

トレーニング、カラオケ
■ 趣　味

健山 幸乃
沖縄県宜野湾市 出身

農家さんに安心して信頼してもらえる獣医
師になりたいです。

■ 意気込み

動物が大好きです。一生懸命頑張ります!
■ アピールポイント

映画鑑賞
■ 趣　味

多和田 梨里
沖縄県宜野湾市 出身

不安もありますが、優しく元気な先輩方に勇
気づけられたので、前向きに頑張りたいと思
います。たくさん自分を成長させたいです。
安全運転を心掛け出勤します !!

■ 意気込み

運動をしたり汗を流すのが好きなので、外
でのお仕事も活躍に汗を流していきます。

■ アピールポイント

動物の動画を見ること、映画鑑賞
■ 趣　味

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
お
知
ら
せ

　農
林
水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス（eM

A
FF

）

を
利
用
し
て
建
物
共
済
を
除
く
共
済
事
業
と
収

入
保
険
の
各
種
お
手
続
き
が
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
お
好
き
な
時
間
に
利
用

可
能
に
な
り
ま
し
た
。申
請
手
続
き
に
関
し
て
は

N
O
S
A
I
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
を
始
め
る
に
は

　デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
行
す
る「gBizID

」を
取
得

後
に「eM

A
FF

プ
ラ
イ
ム
」を
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。取
得
し
た「eM

A
ff

プ
ラ
イ
ム
」

に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

●
お
手
続
き
可
能
な
農
業
保
険

・
収
入
保
険

・
制
度
共
済
：
農
作
物
共
済
、家
畜
共
済
、畑
作

物
共
済（
サ
ト
ウ
キ
ビ
共
済
）、園
芸
施
設
共
済

※

共
済
事
業
ご
と
に
申
込
期
限
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
留
意
下
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
に
よ
る
割
引

・
制
度
共
済（
賦
課
金
）：
賦
課
金
の
10
％
割
引

・
収
入
保
険
：【
新
規
加
入
者
】4
5
0
0
円
の
割
引

　
　
　
　 【
継
続
加
入
者
】2
2
0
0
円
の
割
引

◆
名
義
変
更
は
お
忘
れ
な
く

　経
営
移
譲
し
た
場
合
や
組
合
員
が
死
亡
し
た

場
合
な
ど
は
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

　書
類
提
出
等
の
お
手
続
き
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
近
く
の
N
O
S
A
I
各
支
所
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

◆
事
故
発
生
通
知
や
異
動
報
告
等
は
速
や
か
に

﹇
自
然
災
害
や
火
災
、病
害
虫
又
は
鳥
獣
害
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
﹈

　被
害
の
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
お
近
く
の

N
O
S
A
I
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

﹇
異
動
報
告
や
加
入
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
﹈

　加
入
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
生
じ
た
場
合
や
、

加
入
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
連
絡
が
遅
れ

る
と
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
速
や
か
な
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
獣
医
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

　牛
や
豚
、馬
な
ど
の
産
業
動
物
の
診
療
を
行
う

獣
医
師
職
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
組
合H

P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

総
務
企
画
部

農
産
園
芸
部

家
畜
部

監
査
室

総
務
課

農
産
園
芸
課

家
畜
課

北
部
家
畜
診
療
所

【
伊
江
島
駐
在
所
】

総
務
課

【
久
米
島
駐
在
所
】

農
産
園
芸
課

家
畜
課

【
中
央
家
畜
診
療
所
】

【
中
部
出
張
所
】

【
久
米
島
駐
在
所
】

総
務
課

農
産
園
芸
課

家
畜
課

【
宮
古
家
畜
診
療
所
】

【
多
良
間
駐
在
所
】

総
務
課

【
与
那
国
駐
在
所
】

農
産
園
芸
課

家
畜
課

【
八
重
山
家
畜
診
療
所
】

【
与
那
国
駐
在
所
】
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濱
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新 採 用 職 員 紹 介

令
和
６
年
10
月
１
日
時
点

仲宗根 敦規
沖縄県宮古島市 出身

農家さんのことを最優先に考えて業務に
尽力致します。

■ 意気込み

体力には自信があります
■ アピールポイント

映画鑑賞
■ 趣　味

保田 亜久利
宮城県仙台市 出身

飛躍の年にします。
■ 意気込み

脚のスタミナ（持久力）
■ アピールポイント

映画鑑賞
■ 趣　味

与座 健太郎
沖縄県宮古島市 出身

一つ一つ着実に身に付けていき、沖縄の
農業に貢献していきたいです。

■ 意気込み

トレーニングで鍛えた体で力仕事もバリ
バリこなします。

■ アピールポイント

トレーニング、カラオケ
■ 趣　味

健山 幸乃
沖縄県宜野湾市 出身

農家さんに安心して信頼してもらえる獣医
師になりたいです。

■ 意気込み

動物が大好きです。一生懸命頑張ります!
■ アピールポイント

映画鑑賞
■ 趣　味

多和田 梨里
沖縄県宜野湾市 出身

不安もありますが、優しく元気な先輩方に勇
気づけられたので、前向きに頑張りたいと思
います。たくさん自分を成長させたいです。
安全運転を心掛け出勤します !!

■ 意気込み

運動をしたり汗を流すのが好きなので、外
でのお仕事も活躍に汗を流していきます。

■ アピールポイント

動物の動画を見ること、映画鑑賞
■ 趣　味

◆
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
の
お
知
ら
せ

　農
林
水
産
省
共
通
申
請
サ
ー
ビ
ス（eM

A
FF

）

を
利
用
し
て
建
物
共
済
を
除
く
共
済
事
業
と
収

入
保
険
の
各
種
お
手
続
き
が
ご
自
宅
の
パ
ソ
コ
ン

や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
か
ら
お
好
き
な
時
間
に
利
用

可
能
に
な
り
ま
し
た
。申
請
手
続
き
に
関
し
て
は

N
O
S
A
I
職
員
が
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
の
で
お
気

軽
に
ご
相
談
下
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
を
始
め
る
に
は

　デ
ジ
タ
ル
庁
が
発
行
す
る「gBizID

」を
取
得

後
に「eM

A
FF

プ
ラ
イ
ム
」を
取
得
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。取
得
し
た「eM

A
ff

プ
ラ
イ
ム
」

に
よ
り
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
が
可
能
と
な
り

ま
す
。

●
お
手
続
き
可
能
な
農
業
保
険

・
収
入
保
険

・
制
度
共
済
：
農
作
物
共
済
、家
畜
共
済
、畑
作

物
共
済（
サ
ト
ウ
キ
ビ
共
済
）、園
芸
施
設
共
済

※

共
済
事
業
ご
と
に
申
込
期
限
が
ご
ざ
い
ま
す
の

で
ご
留
意
下
さ
い
。

●
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
申
請
に
よ
る
割
引

・
制
度
共
済（
賦
課
金
）：
賦
課
金
の
10
％
割
引

・
収
入
保
険
：【
新
規
加
入
者
】4
5
0
0
円
の
割
引

　
　
　
　 【
継
続
加
入
者
】2
2
0
0
円
の
割
引

◆
名
義
変
更
は
お
忘
れ
な
く

　経
営
移
譲
し
た
場
合
や
組
合
員
が
死
亡
し
た

場
合
な
ど
は
、届
け
出
が
必
要
で
す
。

　書
類
提
出
等
の
お
手
続
き
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

ま
ず
は
お
近
く
の
N
O
S
A
I
各
支
所
ま
で
ご
連

絡
下
さ
い
。

◆
事
故
発
生
通
知
や
異
動
報
告
等
は
速
や
か
に

﹇
自
然
災
害
や
火
災
、病
害
虫
又
は
鳥
獣
害
な
ど

が
発
生
し
た
場
合
﹈

　被
害
の
確
認
を
行
い
ま
す
の
で
お
近
く
の

N
O
S
A
I
各
支
所
ま
で
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま

す
。

﹇
異
動
報
告
や
加
入
内
容
に
変
更
が
生
じ
た
場
合
﹈

　加
入
し
て
い
る
家
畜
に
異
動
が
生
じ
た
場
合
や
、

加
入
内
容
に
変
更
が
あ
っ
た
場
合
は
連
絡
が
遅
れ

る
と
共
済
金
を
お
支
払
い
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
の
で
速
や
か
な
ご
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

◆
獣
医
師
を
募
集
し
て
い
ま
す

　牛
や
豚
、馬
な
ど
の
産
業
動
物
の
診
療
を
行
う

獣
医
師
職
員
を
随
時
募
集
し
て
い
ま
す
。

詳
細
は
組
合H

P

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ
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】
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農
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課

【
宮
古
家
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】

【
多
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務
課

【
与
那
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】

農
産
園
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【
八
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山
家
畜
診
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】

【
与
那
国
駐
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【特集】
・第27回通常総代会

農業保険は国の公的保険制度で、保険料等（掛金）の国庫補助があります。

～農業経営には様々なリスクがあります～

沖縄ホームページ

発行・編集／沖縄県農業共済組合
メールアドレス／honsho@nosai-okinawa.jp
HPアドレス URL／https://www.nosai-okinawa.jp/

沖縄
沖縄県農業共済組合

本　　　所 〒900-0024 那覇市古波蔵1丁目24番27号3F TEL：098-833-8188 　FAX：098-833-8221

TEL：0980-52-4082 　FAX：0980-53-4960

TEL：098-945-3293 　FAX：098-945-3262

TEL：0980-72-4724 　FAX：0980-72-6331

TEL：0980-82-4780 　FAX：0980-83-0208

〒905-0009 名護市宇茂佐の森5丁目2番地7 2F

〒901-1204 南城市大里字稲嶺1518-1

〒906-0012 宮古島市平良字西里1445-1

〒907-0003 石垣市平得744-1

北 部 支 所

宮 古 支 所

中南部支所

八重山支所

○収入保険・農業共済について
　詳しい内容は最寄りの農業共済組合へ
　沖縄県農業共済組合（本所） TEL098-833-8188

○青色申告について
　お近くの税務署、JA等へ問い合わせ

農業保険がすべての農業者をサポートします！

収入保険 （様々なリスクをカバー）
・青色申告を行っている農業者が対象です。

・7年度新規加入は、令和6年12月末まで

・原則すべての農作物を対象に、自然災害や価格低下だけで
なく、新型コロナウイルス感染症の影響など、農業者の経営
努力では避けられない収入減少を広く補償します。
（花、野菜、果樹、たばこ、畑作物、米、しいたけ、はちみつ、茶など）

自然災害で減収 市場価格の低下 病気で収穫不能

農業共済 （自然災害リスクをカバー）
・米、さとうきび、農業用ハウスなどが自然災害によって受け
る損失を補償します。
・牛、豚、馬などの家畜については、死亡などした場合の補償
と病気やケガの治療費を補填します。

※園芸施設共済(農業用ハウス)について
⇒集団加入をすると掛金の割引があります。また、補償メニューの
選択により、通常より大幅に安く加入することもできます。

水稲 さとうきび 家畜 園芸施設

2024 December

VOL.16

12
　全国農業共済協会（NOSAI協会）が発行している農業共済
新聞では全国各地の加入者の声が紹介されており、その他に
も最新の農政、栽培や飼養管理、経営の技術、加工や販売のア
イデアなど、農家や地域の創意工夫が紹介されています。
　また、詳しい農業保険制度の説明も掲載されているため、制
度の理解度を深めることにも繋がります。
　農業者の生の声がより多く聞くことができ、ご自身の営農に
役立つはずです。今なら希望者に２ヶ月間の無料試し読みも実
施しています。購読や試し読みの希望の方は下記連絡先、又は
NOSAI職員へご連絡ください。

・発　行　毎週水曜日（月4回）
・購読料　年間5,520円
・連絡先　NOSAI沖縄本所　098-833-8188

農業共済新聞

おきなわ

沖縄県農業共済組合広報誌

農業共済引受事務の適正化と効率化を図る
ため、農業保険に加入いただく際の掛金等の
納入方法は、口座振替による納入をお願いし
ております。現金による掛金納入には、紛失な
どをはじめとして様々なリスクが考えられる
ことから口座振替による手続きにご理解とご
協力をいただきますようお願いします。
登録済み口座や名義の変
更をご希望の方はお近くの
NOSAI各支所までご連絡
下さい。

口座振替のお願いについて

表紙の写真は宮古島市の増田充宏さん。出身は兵庫県神戸市。結婚を機に妻結衣さんの希望で宮古島に移住し、2020年に独立就農した。現在
メロン、ゴーヤー、カボチャ、タマネギなどを栽培している。自身のブランドメロン「てぃだメロン」を使って、子どもたちと共にクリスマスツリー制
作を行う「解困プロジェクト」に参加し、農業でのつながりを大切にしながら社会貢献に取り組んでいる。


